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平戸市「少年の主張」大会   

６月９日（日）、平戸市「少年の主張」大会が平戸市文化センターで開催されました。 

本校から６年生の〇〇〇〇さんが出場したのですが、見事、優秀賞を受賞しました！ 〇〇さ

んは、ただ自分の意見を述べるだけではなく、聴衆に向けて語りかけて説得するような、まさに

“訴える”姿が大変印象的でした。優秀賞を受賞した〇〇さんの主張を紹介します。 

負の連鎖を止める一歩を平戸市から 

大島小学校 ６年 〇〇 〇〇 

「なぜ、人は自ら命を絶つのだろう。両親が、祖父母が、

周囲の人がこれほど愛してくれている命なのに。」 

みなさんは、2010 年に群馬県の、ある小学校で起きたい

じめ自殺事件を知っていますか。当時６年生だった女の子が

１年以上にわたるいじめを受け、自ら命を絶ったという事件

です。母親が外国人という理由で悪口を言われ、上履きに落書きをされ、一人で給食を食べさ

せられ…つらい思いを毎日抱えながら、とうとう亡くなってしまったのです。 

みなさんは、どのように感じましたか。かわいそうだな、苦しかっただろうな、辛かっただ

ろうな…など、たくさんの思いをもつと思います。本来なら、笑顔で幸せに人生を歩んでいた

はずの一人の人間を、周りの人の言葉や行動で台無しにしてしまったのです。自分本位な考え、

安易な言動によって、人の人生が変えられてしまう。そのようなことは、絶対にあってはなら

ない。私はそう思います。 

学校や家で、「相手の気持を考えることが大切」とよく言われます。しかし、これはとても難

しいことだと日々の生活の中で実感しています。なぜなら、自分なりに考えての言動だとして

も、相手の受け止め方によって、それが適切な言動なのかが違うからです。 

そこで私は、考え方を少し変えてみました。 

相手の気持ちを完全に理解することはできない、でも、自分の気持ちならわかる。自分がさ

れていやなことを考えると相手への接し方も自然と変わってくるのではないかと思います。 

「うざい」「死ね」などの言葉をかけられてみなさんはうれしいですか。幸せな気持ちになり

ますか。誰もそのような気持ちにはならないはずです。それどころか、辛く、悲しい気持ちに

なりますよね。あなたが、軽い気持ちで言った言葉に相手は傷ついていることがあるかもしれ

ません。 

（裏面に続く） 

島っ子だより 



私も友達に、冗談のつもりで悪口を言ってしまったことがあります。人の気持ちを考えられ

ない自分が私はとても嫌いです。今でも後悔しています。                                

だからこそ、今からでも私は変わりたい。自分の言動で友達を傷つけるようなことをしたく

ないから。笑顔で、幸せでいてほしいから。みなさんも私と一緒に変わりませんか。あなたの

周りの人の笑顔と幸せを守るため、今、この瞬間から変わりませんか。私は今、この話を聞い

てくれているみなさんにも幸せになってほしい。これからも笑顔で生きていてほしい。だから

こそ、相手の気持ちを考えた言葉かけや行動をしていきませんか。 

私がこのような考えを持ち始めたのは、ある人の言葉がきっかけでした。 

「思いやりのある言葉は、たとえ簡単な言葉であっても、ずっとずっと心にこだまする」 

これは、貧困や病に苦しむ人の救済に一生を捧げた、マザー・テレサの言葉です。この言葉

を初めて耳にしたとき、私はとても感動したのを覚えています。たった一言の思いやりの言葉

でも、誰かにとって生きる希望になりうるのです。もし、群馬県で亡くなったあの女の子に、

たった一言でも思いやりのある言葉をかけていたら、今も生きていたかもしれない。そう考え

ると、人を救うことができる可能性をもった思いやりのある言葉は、とても素敵で大切だと思

いませんか。 

残念ながら、今の日本には、毎年のようにいじめが原因で自殺する人がいます。そして、そ

の数は年々上昇傾向にあります。負の連鎖が続いているのです。 

そんな状況を私と一緒に止めませんか。思いやりのある言葉をかける人になりましょう。 

一人一人の一歩は小さくてもみなさんが一緒に勇気を出して一歩踏み出してくれれば、それ

はとてつもなく大きな一歩になります。今、生きている人が笑顔で過ごせる、幸せに生きられ

る未来をつくれるのは私たちなのです。 

誰もが笑顔で幸せに生きられるように、自ら命を絶つ人が一

人もいなくなるように、私は一歩を踏み出します。負の連鎖を

止める一歩を、そして明るい未来を長崎から。 

いや、私の故郷、平戸市から。 

 なお、大島中学校代表の〇〇〇〇さんは、最優秀賞を受賞しました。おめでとうございます。 

 大島の小・中学生がそれぞれ活躍した平戸市「少年の主張」大会でした。 

租税教室 

６月１２日（水）、５・６年生が租税教室を行いました。 

平戸市商工会の方が講師として来校され、税とは何か、税金は

どのようにして納めているのか、その税金は何のために使われ

ているのか…といったことを動画や講師のお話で学びました。

大人になっても、その仕組みや使い道をしっかり理解して納税

してくれることでしょう。 

 

※ ７月４日 9:20～13:40 にスクールカウンセラーの先生が来校されます。相談希望がある

場合は大島小学校（教頭）までご連絡ください。 


